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CRX-430

取扱説明書

保証書別添付

CDレシーバー

ヤマハ製品をお買い上げいただきまして、
まことにありがとうございます。
■本機の優れた性能を十分に発揮させると共に、永
年支障なくお使いいただくために、ご使用前にこ
の取扱説明書と保証書をよくお読みください。お
読みになったあとは、保証書と共に大切に保管
し、必要に応じてご利用ください。

■保証書は、「お買い上げ日、販売店名」などの記
入を必ず確かめ、販売店からお受け取りくださ
い。
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i Ja

安全上のご注意
ご使用の前に、必ずこの「安全上のご注意」をよくお読みください。

ここに示した注意事項は、製品を安全に正しくご使用いただき、お客様や他の方々への危害や財産への損害を
未然に防止するためのものです。必ずお守りください。
お読みになったあとは、使用される方がいつでも見られる所に必ず保管してください。

■ 記号表示について
この製品や取扱説明書に表示されている記号には、次のような意味があります。

■ 「警告」と「注意」について
以下、誤った取り扱いをすると生じることが想定される内容を、危害や損害の大きさと切迫の程度を明示するために、
「警告」と「注意」に区分して掲載しています。

 警告

電源プラグは、見える位置で、手が届く範囲のコン
セントに接続する。
万一の場合、電源プラグを容易に引き抜くためです。

下記の場合には、すぐに電源を切り、電源プラグを
コンセントから抜く。
● 異常なにおいや音がする。　● 異常に高温になる。
● 内部に水や異物が混入した。● 煙が出る。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

電源コードを傷つけない。
● 重いものを上に載せない。
● ステープルで止めない。● 加工をしない。
● 熱器具には近づけない。● 無理な力を加えない。
芯線がむき出しのまま使用すると、火災や感電の原因に
なります。

必ずAC100V (50/60Hz)の電源電圧で使用する。
それ以外の電源電圧で使用すると、火災や感電の原因に
なります。

本機のSTANDBY/ONスイッチでスタンバイ状態
にしても、本機はまた通電状態にあり、完全には主
電源から遮断されていません。
本機を完全に主電源から切り離すためには、電源コード
をコンセントから抜いてください。

電池を充電しない。
電池の破裂や液もれにより火災やけがの原因になります。

電池からもれ出た液には直接触れない。
液が目や口に入ったり、皮膚についたりした場合はすぐ
に水で洗い流し、医師に相談してください。

分解・改造は厳禁。キャビネットは絶対に開けない。
火災や感電の原因になります。
修理・調整は販売店にご依頼ください。

電源/電源コード

電池

分解禁止
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ii Ja

本機を下記の場所には設置しない。
● 浴室・台所・海岸・水辺
● 加湿器を過度にきかせた部屋
● 雨や雪、水がかかるところ
水の混入により、火災や感電の原因になります。

放熱のため、本機を設置する際には:
● 布やテーブルクロスをかけない。
● じゅうたん・カーペットの上には設置しない。
● 仰向けや横倒しには設置しない。
● 通気性の悪い狭いところへは押し込まない。
（本機の周囲に左右10cm、上10cm、背面10cm以上
のスペースを確保する。）
本機の内部に熱がこもり、火災の原因になります。

ディスクトレイや、放熱用の通風孔、パネルの
すき間から金属や紙片など異物を入れない。
火災や感電の原因になります。

ディスクをセットする際は、手をディスクトレイに
挟まれないよう注意する。
閉めるときに挟まれて、けがの原因になります。

本機を落としたり、本機が破損した場合には、必ず
販売店に点検や修理を依頼する。
そのまま使用すると、火災や感電の原因になります。

雷が鳴りはじめたら、電源プラグには触れない。
感電の原因になります。

本機の上には、花瓶・植木鉢・コップ・化粧品・
薬品・ロウソクなどを置かない。
水や異物が中に入ると、火災や感電の原因になります。
接触面が経年変化を起こし、本機の外装を損傷する原因
になります。

電源プラグのゴミやほこりは、定期的にとり除く。
ほこりがたまったまま使用を続けると、プラグがショー
トして火災や感電の原因になります。

 注意

長期間使用しないときは、必ず電源プラグをコンセ
ントから抜く。
火災や感電の原因になります。

ぬれた手で電源プラグを抜き差ししない。
感電の原因になります。

電源プラグを抜くときは、電源コードをひっぱら
ない。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

電源プラグは、コンセントに根元まで、確実に差し
込む。
差し込みが不充分のまま使用すると感電したり、プラグ
にほこりが堆積して発熱や火災の原因になります。

電源プラグを差し込んだとき、ゆるみがあるコンセ
ントは使用しない。
感電や発熱および火災の原因になります。

電池は極性表示(プラス＋とマイナス－)に従って、
正しく入れる。
間違えると破裂や液もれにより、火災やけがの原因にな
ります。

指定以外の電池は使用しない。また、種類の異なる
電池や、新しい電池と古い電池を混ぜて使用しない。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

電池と金属片をいっしょにポケットやバッグなどに
入れて携帯、保管しない。
電池がショートし、破裂や液もれにより、火災やけがの
原因になります。

設置

使用上の注意

手入れ

電源/電源コード

電池
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電池を加熱・分解したり、火や水の中へ入れない。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

使い切った電池は、すぐに電池ケースから取り外す。
破裂や液もれにより、火災やけがの原因になります。

使い切った電池は、自治体の条例または取り決めに
従って廃棄する。

不安定な場所や振動する場所には設置しない。
本機が落下や転倒して、けがの原因になります。

直射日光のあたる場所や、温度が異常に高くなる
場所(暖房機のそばなど)には設置しない。
本機の外装が変形したり内部回路に悪影響が生じて、
火災の原因になります。

ほこりや湿気の多い場所に設置しない。
ほこりの堆積によりショートして、火災や感電の原因に
なります。

他の電気製品とはできるだけ離して設置する。
本機はデジタル信号を扱います。他の電気製品に障害を
あたえるおそれがあります。

屋外アンテナ工事は販売店に依頼する。
工事には、技術と経験が必要です。

移動をするときには電源スイッチを切り、すべての
接続を外す。
接続機器が落下や転倒して、けがの原因になります。
コードが傷つき、火災や感電の原因になります。

再生を始める前には、音量(ボリューム)を最小に
する。
突然大きな音が出て、聴覚障害の原因になります。

音が歪んだ状態で長時間使用しない。
スピーカーが発熱し、火災の原因になります。

大きな音で長時間ヘッドホンを使用しない。
聴覚障害の原因になります。

ディスクトレイに手を入れない。
本機のメカニズムに手を引き込まれ、けがの原因になり
ます。

ひび割れ、変形、または接着剤などで補修した
ディスクを使用しない。
ディスクは、機器内で高速回転しますので、飛び散っ
て、けがの原因になります。

環境温度が急激に変化したとき、本機に結露が発生
することがあります。
正常に動作しないときには、電源を入れない状態でしば
らく放置してください。

レーザー光源をのぞき込まない。
レーザー光が目に当たると、視覚障害の原因になりま
す。

業務用機器とは接続しない。
デジタルオーディオインターフェース規格は、民生用と
業務用では異なります。本機は民生用のデジタルオー
ディオインターフェースに接続する目的で設計されてい
ます。業務用のデジタルオーディオインターフェース機
器との接続は、本機の故障の原因となるばかりでなく、
スピーカーを傷める原因になります。

手入れをするときには、必ず電源プラグを抜く。
感電の原因になります。

薬物厳禁
ベンジン・シンナー・合成洗剤等で外装をふかない。
また接点復活剤を使用しない。
外装が傷んだり、部品が溶解することがあります。

年に一度くらいは内部の掃除を販売店に依頼する。
ほこりがたまったまま使用を続けると、火災や故障の原
因になります。

設置

移動

使用上の注意

手入れ
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フロントパネル................................................... 2
リモコン............................................................... 3

本機を使う準備をする ....................................... 4
スピーカー／外部機器／アンテナを接続する..4
リモコンに電池を入れる..................................... 5
時刻を設定する .................................................... 5

基本的なレシーバー操作.................................... 6
電源をオンにする ................................................ 6
入力ソースを選択する......................................... 6
音量を調節する .................................................... 6
音質を調整する .................................................... 6
ヘッドフォンを接続する..................................... 6
ディスプレイの明るさを変える ......................... 6
タイマーを設定する............................................. 7
スリープタイマーを設定する............................. 7

再生の操作........................................................... 8
ディスクを再生する ............................................ 8
繰り返し再生する ................................................ 9
順不同に再生する（ランダム再生）................... 9
好きな順序で再生する（プログラム再生）........ 9
インデックスサーチ（音楽CDのみ）............ 10
iPodTMを聞く.................................................. 10
画面の表示内容を切り替える.......................... 11

FM/AMラジオを聴く .................................... 12
放送局を受信する ............................................. 12
放送局を自動登録する...................................... 12
登録した放送局を選ぶ...................................... 12
登録した放送局に名前をつける...................... 12

故障かな？と思ったら..................................... 13
全般..................................................................... 13
ディスクの再生................................................. 14
iPodTMの再生.................................................. 14
放送局の受信..................................................... 15
リモコンの操作................................................. 15

ディスクについて ............................................ 16
ディスクに関するご注意.................................. 16
ディスクの取扱いについて.............................. 16

用語解説............................................................ 17
主な仕様............................................................ 18

･ 定格出力 25 W + 25 W
（6Ω、1 kHz、歪率0.1%）
･ iPod再生機能
･ FM/AMチューナー搭載
･ 音楽CD、MP3/WMAディスク再生機能
･ マルチジョグによる簡単操作
･ 放送局登録機能

■ 付属品
ご使用の前に、以下の付属品がすべてそろっている
ことをご確認ください。
❏ リモコン (☞ P.3)
❏ 単4乾電池（2本）(☞ P.5)
❏ FM簡易アンテナ (☞ P.5)
❏ AMループアンテナ (☞ P.5)
❏ Dock カバー (☞ P.2)

目次

はじめに

ご使用前の準備

基本操作

再生する

ラジオを聴く

その他の情報

特長

本書について
･yでは知っておくと便利な補足情報を記載しています。
･「ご注意」では操作・設定を行うときに留意すべき事項を記載しています。
･本書は製品の生産に先がけて作成されたものです。製品改良などの理由で実際の製品や梱包箱と内容が一部異なる場
合がございますのでご了承ください。
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フロントパネル

2 Ja

A～Oのアルファベットは本文中のボタン記号に対応しています。

A STANDBY
スタンバイ

/ON
オン

 (☞ P.5、6、7)

B ディスプレイ (☞ P.11)

C ディスクトレイ (☞ P.8)

D （トレイ開閉）(☞ P.8)

E （再生）、BAND
バ ン ド

 (☞ P.6、8、9、12)

F （一時停止）(☞ P.8)

G （停止）、CLEAR
ク リ ア

 (☞ P.8、9、10、12)

H PHONES
フォンズ

 端子 (☞ P.6)

I TIME
タイム

 MODE
モード

 (☞ P.5、6、7)

J マルチジョグ

K FUNCTION
ファンクション

 (☞ P.6、10、12)

L PROGRAM
プログラム

/MEMORY
メモリー

 (☞ P.9、10、12)

M リモコン受光窓 (☞ P.3)

N INPUT
インプット

 (☞ P.6、8、10、12)

O VOLUME
ボリューム

 (☞ P.6)

フロントパネル

POWER
STANDBY/ON

PHONES TIME 
MODE FUNCTION

PROGRAM
/MEMORY

BAND
VOLUME

INPUT

CLEAR

TUNING/PRESET/TIME

PUSH-ENTER

A B C D E F G

H I J K L M N O

iPod

iPod 端子
(☞ P.10)

上面

Dock カバー（付属品）
iPod を使用していないと
きに、iPod 端子にふたを
することができます。
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3 Ja

1～Lの番号は本文中のボタン記号に対応しています。

1 STANDBY
スタンバイ

/ON
オン

 (☞ P.6、7)
2 入力選択キー (☞ P.6、10、12)

3 TIMER
タイマー

 (☞ P.7)

4 DIMMER
ディマー

 (☞ P.6)
5 数字キー (☞ P.8、9、10、12)

6 PROG
プログラム

、MEMORY
メモ リ ー

 (☞ P.9、10、12)

7 RANDOM
ランダム

 (☞ P.9)

8 REPEAT
リピート

 (☞ P.9)

9 INFO
インフォ

 (☞ P.10、11)

0 、 、 、MENU
メニ ュ ー

、ENTER
エン タ ー

、 、  
(☞ P.6、8、9、10、12)

A  (☞ P.8)

B FOLDER
フォルダー

  /  (☞ P.8)

C SLEEP
スリープ

 (☞ P.7)

D BAND
バンド

 (☞ P.6、12)

E INDEX
インデックス

 (☞ P.10)

F PRESET
プリセット

  /  (☞ P.12)

G TUNING
チューニング

  /  (☞ P.12)

H CLEAR
クリア

 (☞ P.9、10、12)

I FUNCTION
ファンクション

 (☞ P.6、10、12)
J A-B (☞ P.9)

K VOLUME
ボリューム

 ＋ / － (☞ P.6)

L MUTE
ミュート

 (☞ P.6)

本機から６ｍ以内で、リモコンの赤外線受光部を
本機のリモコン受光窓に向けて操作します。

･リモコンに水や飲み物などをこぼさないようご注意くだ
さい。
･リモコンを落とさないようご注意ください。
･リモコンを以下のような場所に放置しないでください。
−気温・湿度が高い場所（ヒーターの近くや風呂場など）
−極端に気温が低い場所
−ほこりっぽい場所

リモコン

MUTE

FOLDER VOLUME

ENTER

INFO

RANDOM FUNCTION

A-BREPEAT

PROG

MEMORY

CLEAR

TIMER

STANDBY/ON

SLEEP

DIMMER INDEX BAND

AUX CD iPod TUNER

MENU

0

7 8 9

TUNING

PRESET

4 5 6

1 2 3

C

D
E

F

G

H

I
J

K

L

1

2

5

3
4

6

7
8

9

0

A

B

ボタンを押したときに点灯します。

30˚ 30˚

６m以内

ご注意
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本機を使う準備をする

4 Ja　y本文中のキーなどに付記されている数字やアルファベットは別紙のイラストに対応しています。

･接続する前に、接続する機器の電源が切れていることを
確認してください。
･接続する機器に付属している取扱説明書もご参照ください。

･端子の左右（L、R）や、極性（赤 : ＋、黒 : －）を確認して正しく接続してください。
･スピーカーの芯線どうしが接触したり、芯線が他の金属部に接触することのないようご注意ください。本機および
スピーカーを破損する原因となります。
･スピーカーは、インピーダンスが６Ω以上のものをお使いください。
･DIGITAL OPTICAL 出力端子からは本機で再生したディスクの音声のみが出力されます。

本機を使う準備をする

スピーカー／外部機器／アンテナを接続する

警告
すべてのケーブルを接続するまで、本機の電源
コードは接続しないでください。

ご注意

ご注意

OUT OUT IN

AUX

FM ANT GND AM ANT

TUNER

SUBWOOFER
OUT

DIGITAL
OPTICAL

SPEAKERS

6 MIN./SPEAKER

L

L

R

R

RL

INPUT
RL

OUTPUT
OPTICAL IN

CDレコーダーなど左スピーカー右スピーカー

光ファイバーケーブル
本機の光デジタル出力端子には防塵
シャッターがついています。光ファイ
バーケーブルをカチッと音がするまで
差し込んでください。

サブウーファー

サブウーファー用
ピンケーブル

10 mm

ステレオピンケーブル
端子の根元までしっかり差し込んでく
ださい。

■ スピーカーケーブルの接続
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本機を使う準備をする

5 Ja

y
付属のアンテナでうまく受信ができない場合は、市販の屋外アンテナをご使用ください。屋外アンテナの入手方法につい
ては、お近くの家電量販店や音響機器販売店にご相談ください。

･新しい電池と古い電池を混ぜて使用しないでください。
･種類の異なる電池（アルカリとマンガンなど）を混ぜて
使用しないでください。
･使い切った電池はただちにリモコンから取り出してくだ
さい。リモコンに挿入したままにしておくと、破裂や液
漏れの原因となります。
･使い切った電池は地域の条例または取り決めに従って廃
棄してください。
･電池が液漏れしている場合は、ただちに電池をリモコンか
ら取り出し、廃棄してください。その際、肌や衣服が漏れ
ているバッテリー液に触れることのないよう十分ご注意く
ださい。リモコンにバッテリー液が付着している場合はき
れいに拭き取ってから新しい電池を挿入してください。

本体のボタンで操作します。

1 ASTANDBY/ONを押して本機の電源をオンに
します。

2 ITIME MODEを押して「TIME」を選び、
Jマルチジョグを押します。

3 Jマルチジョグを回して「時」を設定し、Jマ
ルチジョグを押します。

4 Jマルチジョグを回して「分」を設定し、Jマ
ルチジョグを押します。

5 再度Jマルチジョグを押して設定を終了します。
y
時刻は24時間表示です。

タイマー機能をご使用になる前に時刻を設定してくださ
い。

OUT OUT IN

AUX

FM ANT GND AM ANT

TUNER

SUBWOOFER
OUT

DIGITAL
OPTICAL

SPEAKERS

6 MIN./SPEAKER

L

L

R

R

FM簡易アンテナ
（付属品）

アース
（GND端子）

ACコンセントへ

AMループアンテナ
（付属品）

リモコンに電池を入れる

ご注意

1

3
22

4

単4乾電池（付属品）
電池の向き（＋／－）を正しく挿
入してください。

時刻を設定する

ご注意
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基本的なレシーバー操作

6 Ja　y本文中のキーなどに付記されている数字やアルファベットは別紙のイラストに対応しています。

1STANDBY/ON（またはASTANDBY/ON）を
押して本機の電源をオンにします。
再度押すと、電源がスタンバイ（待機）に切り替わ
ります。
y
･本機がスタンバイ時の時刻表示の有無を切り替えること
ができます。スタンバイ時にITIME MODEを長押し
し、「ECO OFF」（時刻を表示する）または「ECO ON」
（時刻を表示しない）を選択してください。
･本機のスタンバイ時に iPod を充電するときは、「ECO 
OFF」を選択します。
･本機はスタンバイ時にも時刻設定を保持します。電源
コードをACコンセントから抜くなどして、電源が4分
以上供給されないと、時刻の設定が失われますので、ご
注意ください。
･本機はスタンバイのときにも少量の電力を消費します。

2入力選択キーを押して（またはNINPUTを繰り
返し押して）CD、iPod、チューナー（FM/AM）、
AUXから入力ソースを選択します。
･ FMと AMを切り替えるときはDBAND（または
EBAND）を押します。
･CD、iPod、チューナーの操作方法については、8、
10、12ページをご覧ください。
･本機のAUX IN 端子に接続した外部機器の音声を本機で
再生するときは、AUXを選択します。AUXを選択して
いる間は、AUX OUT端子から音声が出力されません。

KVOLUME +を押して（またはOVOLUMEを
右に回して）音量を上げます。

KVOLUME –を押して（またはOVOLUMEを
左に回して）音量を下げます。

■ 一時的に消音する

LMUTEを押します。
元の音量に戻すには、再度LMUTEを押すか、
KVOLUME +/–を押します。

1 IFUNCTIONまたは（KFUNCTION）を押
します。

2 0 / を繰り返し押して（またはJマルチ
ジョグを回して）Bass（低音）、Treble（高
音）、Balance（スピーカーバランス）から設
定したい項目を選択し、0ENTER（または
Jマルチジョグ）を押します。

3 0 / を繰り返し押して（またはJマルチ
ジョグを回して )音質を調整し、0ENTER
（またはJマルチジョグ）を押します。
設定できる範囲は以下の通りです。
Bass. . . . . . . . － 10 dB～ +10 dB
Treble . . . . . . . － 10 dB～ +10 dB
Balance . . . . . L +6 dB～ R +6 dB

音質の設定は、本機のAUX OUT端子とDIGITAL 
OPTICAL OUT端子から出力される音声には影響しません。

お手持ちのヘッドフォンを本機のHPHONES端子
に接続します。
y
ヘッドフォンを接続している間は、本機に接続したスピー
カーとサブウーファーからは音声が出力されません。

4DIMMERを繰り返し押します。
ディスプレイの明るさは3段階で調整できます。

基本的なレシーバー操作

電源をオンにする

入力ソースを選択する

音量を調節する

音質を調整する

ご注意

ヘッドフォンを接続する

ディスプレイの明るさを変える
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基本的なレシーバー操作

7 Ja

指定した開始時刻に本機の電源が自動的にオンにな
り、あらかじめ指定した入力ソースの再生が始まり
ます。また、指定時間後に本機をスタンバイにする
こともできます。

タイマーを設定する前に時刻を設定してください (☞ P.5)。

本体のボタンで操作します。

1 ITIME MODEを繰り返し押して「TIMER」
を選択し、Jマルチジョグを押します。

2 Jマルチジョグを右に回して「TIMER ON」を
選択し、Jマルチジョグを押します。

3 Jマルチジョグを回して再生を開始する時刻を
入力し、Jマルチジョグを押します。

4 Jマルチジョグを回して再生したい入力ソース
を選択し、Jマルチジョグを押します。
入力ソースは FM、AM、CD、iPod から選択
できます。
y
CDは最初のトラックから、iPod は最後に再生した
曲の続きから再生が始まります。

5 Jマルチジョグを回して本機の電源がスタンバ
イになるまでの時間を選択し、Jマルチジョグ
を押します。
30分から90分まで10分間隔で設定できま
す。本機の電源を自動的にスタンバイにしない
ときは「－－」を選びます。
y
タイマーの動作中はディスプレイの右上に が表示
されます。

6 1STANDBY/ON（またはASTANDBY/ON）
を押して本機の電源をスタンバイにします。

y
スリープタイマー機能を使って本機の電源をスタンバ
イにすることもできます。

■ タイマーを解除する
手順2で「TIMER OFF」を選択します。
y
一度タイマーを設定すると、次回からは3TIMERを押し
てタイマーをオンまたはオフにすることができます。

設定した時間が経過すると自動的に本機の電源がス
タンバイになります。

CSLEEPを繰り返し押してスリープタイマーの動
作時間を選択します。
動作時間は30分、60分、120分から選択できま
す。 スリープタイマーが動作すると、ディスプレイ
は自動的に暗くなります。

■ スリープタイマーの動作時間を詳細に設定する

1 ITIME MODEを繰り返し押して「SLEEP」
を選択し、Jマルチジョグを押します。

2 Jマルチジョグを回して動作時間（5～240
分）を設定し、Jマルチジョグを押します。
60分までは5分間隔で、60分から120分
までは10分間隔で、120分から240分まで
は30分間隔で設定できます。

■ スリープタイマーを解除する
ディスプレイが通常表示になるまでCSLEEPを繰
り返し押します。または、「スリープタイマーの動
作時間を詳細に設定する」の手順2で「SLEEP 
OFF」を選択します。

･本機に接続した外部機器の電源をオフにすることはでき
ません。
･スリープタイマーの動作中に本機の電源をスタンバイに
切り替えると、設定したスリープタイマーは自動的に解
除されます。

y
スリープタイマーの動作中はディスプレイの右上に

が表示されます。

タイマーを設定する

ご注意

スリープタイマーを設定する

ご注意

SLEEP
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再生の操作

8 Ja　y本文中のキーなどに付記されている数字やアルファベットは別紙のイラストに対応しています。

ディスクの種類により使用できる機能が異なりま
す。本機で再生が可能なディスクの種類やディスク
を取り扱う際のご注意については、「ディスクにつ
いて」(☞ P.16) をご参照ください。

1 NINPUTを繰り返し押して「CD」を選択します。

2 D を押してディスクトレイを開き、印刷面を
上にしてディスクを乗せます。
y
本機の電源がスタンバイのときにD を押すと、入
力ソースとしてCDが選ばれた状態で本機の電源がオ
ンになり、ディスクトレイが開きます。

3 0 （またはE ）を押します。
ディスクトレイが閉まり、再生が始まります。

y
本機にディスクが入った状態で入力ソースを「CD」に切
り替えると、自動的にディスクの再生が始まります。

■ 再生を停止する
A （またはG ）を押します。

■ 再生を一時停止する
0 （またはF ）を押します。通常の再生
に戻すには0 （またはE ）を押します。

■ トラックをスキップする
･ 再生中のトラックの開始位置にスキップするに
は、0 を押します（または、Jマルチジョ
グを左へ1クリック回します）。

･ 次のトラックにスキップするには、0 を押
します（または、Jマルチジョグを右へ1ク
リック回します）。

･ 前のトラックにスキップするには、0 を2
回押します（または、Jマルチジョグを左へ2
クリック回します）。

■ 早戻し／早送りする
･ 早戻しするには、0 を長押しします。
･ 早送りするには、0 を長押しします。
y
Jマルチジョグを押してから左右に回しても早戻し／早送
りできます。早戻し／早送りを解除するには、Jマルチ
ジョグを押してください。

■ トラックを指定して再生する
5数字キーを押して再生したいトラック番号を入力
します。

MP3/WMAファイルの番号は、フォルダごとではなく、
ディスク全体を通して割り振られます。

■ MP3/WMAファイルやフォルダを選択する

1 BFOLDER / を押してフォルダを選択
し、0ENTERを押します。

2 0 / を押してファイルを選択します。

3 0ENTERを押して選んだフォルダやファイルを
再生します。

■ MP3およびWMAファイルについて
本機では、CD-Rや CD-RWに収録したMP3およ
びWMAファイルを、音楽CDと同様に再生するこ
とができます。下図の順序で再生されます。

･ディスク作成ソフトウェアの設定などによっては、この
順序で再生されない場合があります。
･同一階層にあるファイルやフォルダは、ファイル名・
フォルダ名の英数字順に再生されます。
･本機が再生できるファイルおよびフォルダはそれぞれ最
大255個です。ただし、本機で再生することができな
いファイルやフォルダが含まれている場合は、それらを
除いた数が表示されます。
･著作権保護されたファイルは再生できません。

再生の操作

ディスクを再生する
ご注意

ご注意

A

B

1

2

3

4

7

8

5

6

C

:

:

ルートディレクトリ

フォルダ
（アルバム）

ファイル
（トラック）
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再生の操作

9 Ja

8REPEATを繰り返し押してリピートモードを選
択します。
リピートモードは以下のように切り替わります。

■ 指定した部分のみを繰り返し再生する
（A-Bリピート）

1 再生中、開始位置として指定する箇所でJA-Bを押す。

2 終了位置として指定する箇所でJA-Bを押す。

■ A-B リピートを解除する
再度JA-Bを押します。

ディスクトレイを開けると、リピート再生は解除されます。

7RANDOMを押す。

■ ランダム再生を解除する
再度7RANDOMを押します。

ディスクトレイを開けると、ランダム再生は解除されます。

1 再生停止中に6PROG（またはLPROGRAM/
MEMORY）を押します。
本機はプログラム入力モードに切り替わります。

2 0ENTER（またはJマルチジョグ）を押します。

3 5数字キーを押してプログラム再生に登録する
トラック番号を入力し、0ENTERを押しま
す。（またはJマルチジョグを回してトラック番
号を選択してJマルチジョグを押します。）

4 手順3を繰り返して、プログラム再生に登録す
るトラック番号をすべて入力します。
最大40トラックまで登録できます。

･MP3/WMAファイルの場合は、演奏時間は表示さ
れません。
･MP3/WMAファイルの番号は、フォルダごとでは
なく、ディスク全体を通して割り振られます。

5 6PROG（またはLPROGRAM/MEMORY）
を長押ししてプログラムしたトラックを保存し
ます。

6 0 （またはE ）を押してプログラム再生
を開始します。

■ プログラム再生に登録されたトラックを
確認・変更する

1 プログラム再生の停止中に6PROG（または
LPROGRAM/MEMORY）を押します。
本機はプログラム入力モードに切り替わります。

2 0ENTER（またはJマルチジョグ）を繰り返
し押してプログラムの順番を確認します。

3 変更する場合は、変更したいトラック番号を表
示し、5数字キーを押して新しいトラック番号
を入力します。
トラックを削除したいときはHCLEAR（また
はGCLEAR）を押します。

4 6PROG（またはLPROGRAM/MEMORY）
を長押ししてトラックの確認・変更を終了します。

■ 通常再生に戻る
本機がプログラム入力モードの間に6PROGを押
します。
保存したプログラムを再度呼び出すには、再生停止
中に6PROG（またはLPROGRAM/MEMORY）
を押してから0 （またはE ）を押します。

繰り返し再生する

ご注意

順不同に再生する（ランダム再生）

ご注意

好きな順序で再生する（プログラム再生）

R1

Rf

Ra（全曲リピート）

通常の再生

（1曲リピート）

（フォルダリピート（MP3/WMAディスクのみ））

CD Program
P01 T008 01:23

トラックの演奏時間プログラム登録
されたトラック

プログラム番号

ご注意

トラックの
演奏経過時間

再生中の
トラック

プログラム番号

CD
P02 T008 01:23

画面表示例

CRX-430_J.book  Page 9  Friday, October 17, 2008  8:08 AM

Black process 45.0゜ 240.0 LPI 



再生の操作

10 Ja　y本文中のキーなどに付記されている数字やアルファベットは別紙のイラストに対応しています。

■ プログラムを消去する
プログラム再生モードで再生が停止している間に
HCLEAR（またはGCLEAR）を長押しします。

ディスクトレイを開けると、登録されたプログラムの内容
が消去されます。

インデックス番号が登録された音楽CDでは、イン
デックス番号を指定して演奏を始めることができます。

1 EINDEXを押します。

2 5数字キーを押してインデックス番号を指定し
ます。

■ インデックスサーチを解除する
再度EINDEXを押します。
y
一つの曲をさらに小さな部分に区切り、番号付けしたもの
がインデックスです。インデックスが記録されているディ
スクには、解説書に マークがついています。

･インデックス番号が記録されていないディスクもあります。
･入力されたインデックス番号がディスクに存在しない場合
は、本機は最後のインデックス番号から再生を開始します。
･ディスクによっては、再生が始まる箇所が実際のイン
デックスよりも少し前になることがあります。

iPod を直接本機に接続し、リモコンで操作して再
生することができます。

1 本機上面の iPod 端子に iPod を接続します。

･必ずお使いの iPod に適合する iPod Dock アダプ
タを取り付けた状態で使用してください。取り付け
ずに使用した場合、接触不良の原因となり、正しく
動作しないことがあります。
･ iPod は、iPod 用アクセサリー（ヘッドフォンな
ど）を取り外した状態で本機に接続してください。

2 2iPodを押して（またはNINPUTを繰り返し押
して）「iPod」を選択すると再生が開始されます。
y
本機がスタンバイのときや、他の入力ソースが選ばれ
ているときでも、再生中の iPod を接続すると、自動
的に iPod の再生が始まります。

3 iPod 再生モードを選択します。
1 IFUNCTIONを押し、次に0ENTERを押
します。（またはKFUNCTIONを押し、次
にJマルチジョグを押します。）

2 0 / を押して（またはJマルチジョグを回
して）iPod再生モードを選択し、0ENTER
（またはJマルチジョグ）を押します。

4 お好みの曲を選択します。
本機のリモコンのボタンは iPod のクリックホ
イールに対応しています。リモコンを使って
iPod と同様に操作をすることができます。

y
･9 INFOを押して再生状況の表示を変更することができ
ます。詳しくは、11ページをご覧ください。
･ iPod は再生中でも取り外せます。

iPod の機種やソフトウェアのバージョンによっては、使
用できない機能もあります。

ご注意

インデックスサーチ（音楽CDのみ）

ご注意

iPodTM を聞く

iPod（クリックホイール仕様）、iPod nano、
iPod mini、iPod touch が接続できます。

ご注意

iPod に付属または市販の
iPod Dock アダプタ

モード 再生情報 操作

Menu 
mode

本機のディスプレイ
に表示されます。

リモコン

Click 
wheel

iPod に表示されます。 リモコンまたは
iPod

ご注意

ENTER

MENU

ENTER

MENU

iPod リモコン

Artists 9
Frankie Zipper

上位メニューで選択した項目

現在選択されている項目

Menu mode時の表示例
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再生の操作

11 Ja

9INFOを繰り返し押します。

英数字のみ表示することができます。

■ 音楽CD
トラックの演奏経過時間（初期画面）

トラックの残り時間

ディスクの総演奏時間

ディスクの残り時間

トラック名 *

アーティスト名 *

ディスク名 *

初期画面に戻る

* CD TEXT ディスク再生時のみ表示されます。

■ iPod（Menu mode 時）、MP3/WMA
ディスク

スクロール画面（初期画面）*1

トラックの演奏経過時間

トラックの残り時間

ファイル名 *2

曲名

アーティスト名

アルバム名

年 *2

コメント *2

初期画面に戻る

*1 スクロール画面は｢曲名｣、「アーティスト名」、
「アルバム名」を順に表示します。

*2 MP3/WMAディスク再生時のみ表示されます。

画面の表示内容を切り替える

ご注意

CD
T001 01:23

T001 -04:23

TTL T014 31:23

TTL T014 -30:00

Road to India

Frankie Zipper

Made-to-order

CD
to-order-Franki

T0001 01:23

T0001 -04:23

Road-to-India

Road to India

Frankie Zipper

Made-to-order

2008

Live at LDFU
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FM/AMラジオを聴く

12 Ja　y本文中のキーなどに付記されている数字やアルファベットは別紙のイラストに対応しています。

1 2TUNERを押して（またはNINPUTを繰り返
し押して）「FM」または「AM」を選択します。

2 DBAND（またはEBAND）を押して「FM」
と「AM」とを切り換えます。

3 GTUNING  / を長押しします。
本機は自動的に放送局をサーチして受信します。

（フロントパネルで操作するとき）
Jマルチジョグを繰り返し押して「Auto tune」
を選択し、Jマルチジョグを回してサーチを開
始します。

y
･ 電波の弱い放送局を受信するときは、GTUNING  / を
繰り返し押して手動で周波数を合わせます。フロントパネル
で操作するときは手順3で「Manual tune」を選択し、
Jマルチジョグを回して放送局を選択します。
･電波の弱い FM放送局を受信するときは、以下の手順で
本機の受信モードをモノラルにしてください。
1 IFUNCTIONを押し、次に0ENTERを押します。
（またはKFUNCTIONを押し、次にJマルチジョグ
を押します。）

2 0 / を押して（またはJマルチジョグを回して）
「STEREO」の代わりに「MONO」を選択し、
0ENTER（またはJマルチジョグ）を押します。

画面に「Auto memory」と表示されるまで
6MEMORY（またはLPROGRAM/MEMORY）
を長押しします。
･ 最大で FM30局、AM20局の放送局が登録で
きます。

･ 自動登録が完了するとディスプレイに
「COMPLETE」と表示されます。

放送局を自動登録すると、これまで登録されていた放送局
は上書きされます。

■ 放送局を手動登録する

1 登録したい放送局を受信します。
操作については、「放送局を受信する」（本ペー
ジ）をご覧ください。

2 6MEMORY（またはLPROGRAM/
MEMORYを押します。）

«  4 秒以内に
FPRESET  / を押して（またはJマル
チジョグを回して）プリセット番号を選択しま
す。

«  4 秒以内に
6MEMORY（またはLPROGRAM/
MEMORY）を押します。

■ 登録した放送局を削除する
登録した放送局を選択しているときにHCLEAR
（またはGCLEAR）を押します。FMまたはAMの
登録したすべての放送局を消去するときは
HCLEAR（またはGCLEAR）を長押しします。

FPRESET  / を繰り返し押して登録した放送
局を選びます。

（フロントパネルで操作するとき）
Jマルチジョグを繰り返し押して「Preset tune」
を選択し、Jマルチジョグを回してサーチを開始し
ます。
y
5数字キーで放送局を選ぶこともできます。

1 名前をつけたい放送局を選局します。

2 ディスプレイにカーソルが表示されるまでJマ
ルチジョグを長押しします。

3 Jマルチジョグを回して文字を選び、押して確
定します。
･ アルファベット（AからZ）と数字（0から
9）を入力できます。
･ スペースを入力するには、「Z」と「0」の間
の空白を選びます。
･ 入力した文字を消すには、GCLEARを押し
ます。
･ すべての文字を消すには、GCLEARを3秒
以上長押しします。

4 入力が終わるまで手順3を繰り返します。

5 Jマルチジョグを長押しして名前を登録します。

FM/AMラジオを聴く

放送局を受信する

放送局を自動登録する

ご注意

登録した放送局を選ぶ

登録した放送局に名前をつける
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13 Ja

使用中に本機が正常に作動しなくなった場合は、まず下記をご確認ください。下記以外で異常が認められた
場合や下記の対処を行っても正常に作動しない場合は、本機の電源を切り、電源コードをコンセントから抜
いてから、お買い上げ店または最寄りのヤマハ電気音響製品サービス拠点までお問い合わせください。

故障かな？と思ったら

全般
症状 原因 対策 参照ページ

電源を入れてもすぐに
切れる

電源コードが正しく接続されていない。電源コードが正しくコンセントに接続さ
れていることをご確認ください。

5

スピーカーケーブルがショートした。 スピーカーケーブルが正しく接続されてい
ることをご確認ください。

4

本機が落雷や過度の静電気など外部か
らの強い電気ショックを受けた。

本機の電源をスタンバイにして電源コー
ドを抜いてください。約30秒後に電源
コードをコンセントに再度接続し、電源
をオンにしてください。

―

スピーカーから音が出
ない

音量が最小に設定されている。 音量を調節してください。 6
消音機能を使用している。 消音を解除してください。 6
入力ソースが正しく選択されていない。正しい入力ソースを選択してください。 6
ケーブルが正しく接続されていない。 すべてのケーブルが正しく接続されてい

ることをご確認ください。
4、5

本機で再生できないディスクを再生し
ようとしている。

本機の対応ディスクおよび再生しようと
しているディスクの種類をご確認くださ
い。

16

音が突然出なくなる スリープタイマーを設定している。 電源をオンにして再生しなおしてくださ
い。

6

片側のチャンネルの音
がほとんど出ない

ケーブルが正しく接続されていない。 すべてのケーブルが正しく接続されてい
ることを確認し、スピーカーバランスを
調節してください。

4、6

音量が大きくならな
い／音が歪む

本機の出力端子に接続している機器
の電源が入っていない。

本機の出力端子に接続している機器の
電源を入れてください。

―

本機が正常に動作し
ない

本機が落雷や過度の静電気など外部
からの強い電気ショックを受けた。

本機の電源をスタンバイにして電源
コードを抜いてください。約30秒後
に電源コードをコンセントに再度接続
し、電源をオンにしてください。

―

本機で再生している
音声を外部レコー
ダーで録音できない

アナログソースをデジタル録音しよ
うとしている。

適切な入力ソースを入力してください。 6

時刻設定が消えた 本機への電源供給が4分以上遮断さ
れた。

電源コードが正しくコンセントに接続
されていることを確認し、時刻を再度
設定してください。

5

周囲に設置している
デジタル機器や高周
波機器から雑音が出
る

本機とデジタル機器または高周波機
器の位置が近すぎる。

本機をそれらの機器から離して設置し
てください。

―
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故障かな？と思ったら

14 Ja

ディスクの再生
症状 原因 対策 参照ページ

特定の機能がはたらか
ない

ディスクの種類により本機の機能に対
応していない場合があります。

―

E （または0 ）
キーを押しても再生が
始まらない（すぐに停
止する）

ディスクがディスクトレイに正しく
セットされていない。

ディスクを正しくセットしてください。 8

ディスクが汚れている。 ディスクの汚れを拭きとってください。 16
本機で再生できないディスクを再生し
ようとしている。

本機が対応しているディスクを使用して
ください。

16

本機を気温の低い場所から高い場所に
移動したため、レンズ部に露が付いた。

本機を1、2 時間ほど放置してから再度
操作してください。

―

ディスクをディスクト
レイにセットしても
ディスプレイに「No 
Disc」と表示されたま
まになり、ディスクが
認識されない

本機で再生できないディスクを再生し
ようとしている。

本機が対応しているディスクを使用して
ください。

16

iPodTM の再生
症状 原因 対策 参照ページ

iPodを iPod端子に
セットしてもディスプレ
イに「Unplugged」と
表示されたままになり、
iPodが認識されない。

iPod が正しく接続されていない。 iPod を取り外し、再度 iPod 端子に接続
してください。

10

お手持ちの iPod に付属または市販の
Dock アダプタを本機の iPod 端子に取
り付けてご使用ください。

―
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故障かな？と思ったら

15 Ja

放送局の受信
症状 原因 対策 参照ページ

登録した放送局を選局
できない

本機のメモリーに登録された設定内容
が消去された。

放送局を再度登録してください。 12

プリセット選局など
の設定内容が消えた

電源コードがコンセントから抜けて
いたり、外部タイマーにより電源が
切られていた場合など、本機への電
源供給が１週間以上遮断されていた。

電源コードが正しくコンセントに接続
されていることを確認し、放送局を再
度登録してください。

5、12

自動受信ができない アンテナが正しく接続されていない。 アンテナが正しく接続されていること
をご確認ください。

5

放送局の電波が弱い、またはお住ま
いの地域の放送局の受信感度がよく
ない。

手動選局で放送局を選局してください。 12

（FM）ステレオ放送
になるとたくさんの
雑音が入る

FM簡易アンテナが正しく接続されて
いない。

FM簡易アンテナが正しく接続されてい
ることをご確認ください。

5

選択している放送局の電波が弱い、
またはお住まいの地域の FM放送局
の受信感度がよくない。

手動選局で雑音を軽減するか、市販の
屋外アンテナをご使用ください。

5、12

本機の受信モードをモノラルにしてく
ださい。

12

（FM）屋外アンテナ
を使用していても受
信感度が悪い（音が
歪むなど）

マルチパス（多重反射）等の妨害電
波を受けている。

アンテナの高さや方向、設置場所を変
えてください。

―

（AM）たくさんの雑
音が入る

空電や雷による雑音、または蛍光灯、
モーター、サーモスタット付きの電
気器具などの雑音を拾っている。

この種類の雑音を完全に除去するのは
困難です。屋外アンテナを使用して、
アース線を正しく接続すると雑音が軽
減できる場合があります。

5

本機とテレビの位置が近すぎる。（特
に夕方～夜になると雑音が入る場合）

本機をテレビから離して設置してくだ
さい。

―

リモコンの操作
症状 原因 対策 参照ページ

リモコンで本機を操作
できない

リモコンの操作範囲外から操作しよう
としている。

リモコンの操作範囲内で操作してくださ
い。

3

本機のリモコン受光部に直射日光や照
明があたっている。

照明または本機の向きを変更してくださ
い。

―

電池が消耗している。 新しい電池と交換してください。 5
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ディスクについて

16 Ja

本機は音楽CD、CD-R/RW、８ cmディスクが再
生できます。

y
ディスクのロゴマークは、ディスクやディスクのジャケッ
トに印刷されています。

本機の故障やディスクの破損の原因となりますので、これ
以外のディスクは使用しないでください｡

本機は下記のデータディスクに対応しています。
−CD-R/RWに保存されたMP3ファイル（サンプリング
周波数44.1 または48 kHz ／ビットレート32、
64、96、128、192、256または320 kbps およ
び可変ビットレート（CBRおよびVBR））

−CD-R/RWに保存されたWMAファイル（サンプリング
周波数44.1 kHz ／ビットレート192 kbps 以下お
よび可変ビットレート（CBRおよびVBR））

− ISO 9660フォーマットのCD-R/RW

• ファイナライズされていないCD-R や CD-RWディスク
は再生できません。ファイナライズとは、各ディスクの
再生対応機器で再生できるように処理することです。

• 信頼できるメーカーのディスクを使用してください。録
音状態やディスクの特性によっては、再生できない場合
があります。

• ハート型などの特殊形状のディスクは使用しないでくだ
さい。

• 表面に傷のあるディスクは使用しないでください。
• 著作権保護がかけられているWMAファイルは再生でき
ません。

• 48 kHz のサンプリング周波数は、44.1 kHz にダウン
サンプリングされて再生します。

• ディスクを持つときは、ディスク
の縁や中央の穴を持つようにし、
表面に触れないでください。

• 再生時以外はディスクをトレイに
入れたままにしないでください。

• ディスクに鉛筆などで字を書かないでください。
• ディスクにテープやシールなどを貼ったり、のりなどを
つけないでください。

• 傷つき防止用のプロテクターなどは使わないでください。
• 市販のラベルプリンターで表面に印刷したディスクは使
わないでください。

• ディスクを保管する際には、
直射日光のあたるところや温
度の高いところ、湿気やほこ
りの多いところは避けてくだ
さい。

• ディスクが汚れたときには、
乾いた柔らかい布で中心から
外側へふいてください。レ
コードクリーナーやシンナー
などは使わないでください。

• 誤動作の原因になるため、市
販のレンズクリーナーなどは
使わないでください。

• ディスクは１枚だけ装着してください。２枚以上重ねて
装着すると故障の原因となり、ディスクを傷つけること
にもなります。

• ８ cmディスクは、アダプターを使用せずに確実にディ
スクガイド（凹部）に合わせて装着してください。正し
く装着しないとディスクが脱落しディスクトレイが開か
なくなることがあります。

• ディスクトレイが引き込まれるときに指を挟まないよう
にご注意ください。

• ディスク以外のものをディスクトレイに載せないでくだ
さい。

• ひび割れや変形、または接着剤などで補修したディスク
は使用しないでください。

ディスクについて

ディスクに関するご注意

ご注意

ご注意

ディスクの取扱いについて

お知らせ
使用環境により異なりますが、レンズのクリーニング
は必要ありません。誤動作の原因になるため、市販の
レンズクリーナーは使用しないでください。

注意
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■ MP3
MPEGで利用される音声圧縮方式の一つです。人
間の感じ取りにくい部分のデータを間引く非可逆圧
縮方式を採用しています。音楽CD並みの音質を
保ったままデータ量を約1/11に圧縮できるといわ
れています。

■ WMA
Microsoft 社が開発した音声圧縮方式です。人間の
感じ取りにくい部分のデータを間引く非可逆圧縮方
式を採用しています。音楽CD並みの音質を保った
ままデータ量を約1/22（64 kbps）まで圧縮でき
るといわれています。

■ iPod
Apple 社が開発したポータブルオーディオプレー
ヤーです。
iPod は、米国およびその他の国々で登録された
Apple Inc. の商標または登録商標です。

用語解説
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■ アンプ部
･ 定格出力（6Ω、1 kHz、全高調波歪率 0.1%）
..........................................................................25 W + 25 W

･ 入力感度／インピーダンス
AUX ..........................................................  350 mV/47 kΩ

･ 周波数特性
CDなど ................................  20 Hz ～ 20 kHz ± 0.5 dB

･ 全高調波歪率（1 kHz）
CDなど ......................................................................  0.03%

･ S/N比（IHF-A ネットワーク）
CDなど（350 mV、入力ショート） ...................... 98 dB

■ FM部
･ 受信周波数範囲 ..............................  76.00～ 108.00 MHz
･ S/N比（モノラル） ....................................................... 65 dB
･ 感度（S/N 30 dB） .............................................. 1.0 μV/m

■ AM部
･ 受信周波数範囲 .......................................  522～ 1629 kHz
･ S/N比 ............................................................................. 35 dB
･ 感度 ........................................................................ 600 μV/m

■ CDプレーヤー部
･ S/N比 .......................................................................... 110 dB
･ 全高調波歪率 .............................................................. 0.005%
･ チャンネルセパレーション ........................................ 100 dB

･ レーザー
タイプ ........................................................................  GaAlAs
波長................................................................  790± 25 nm
出力 ......................................................................... 最大 8mA

■ 全般
･ 電源電圧 ..........................................  AC 100 V、50/60 Hz
･ 消費電力 ...........................................................................  80 W
･ 待機時消費電力 ..............................................................  0.5 W
･ 外形寸法（幅×高さ×奥行き）... 210 x 109 x 359.5 mm
･ 質量 ..............................................................................  4.65 kg
* 仕様、および外観は、製品の改良のため予告なく変更するこ
とがあります。

主な仕様

本機は「JIS C 61000-3-2」適合品です｡
JIS C 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁
両立性－第3-2 部：限度値－高調波電流発生限度値
（1相当あたりの入力電流が20A以下の機器）」に基づ
き、商用電力系統の高調波環境目標レベルに適合して
設計・製造した製品です。

警告
この取扱説明書に記載されている以外の調節や操作は、
有害な放射を引き起こす可能性があります。

ADVARSEL           - USYNLIG LASERSTRÅLING VED ÅBNING, NÅR
                                SIKKERHEDSAFBRYDERE ER UDE AF FUNKTION.
                                UNDGÅ UDSÆTTELSE FOR STRÅKING.

VAROITUS!           - SUOJAKOTEL OA EI SAA AVATA. LAITE SISÄLTÄÄ
                                LASERDIODIN, JOKA LÄHETTÄÄ (NÄKYMÄTÖNTÄ)
                                SILMILLE VAARALLISTA LASERSÄTEILYÄ.

ADVARSEL           - USYNLING LASERBESTRÅLING NÅR DENNE DELEN ER
                                ÅPEN OG SIKKERHETSSPERREN ER UTKOBLET.
                                UNNGÅ UTSETTELSE FOR STRÅLING.

CAUTION          - INVISIBLE LASER RADIATION  WHEN OPEN AND 
                             INTERLOCKS DEFEATED, AVOID EXPOSURE TO 
                             BEAM.

VORSICHT!          UNSICHTBARE LASERSTRAHLUNG TRITT AUS, WENN
                              DECKEL GEÖFFNET UND WENN SICHERHEITSVER-
                              RIEGELUNG ÜBERBRÜCKT IST. NICHT DEM STRAHL 
                              AUSSETZEN!.

VARNING            - OSYNLING LASERSTRÅLNING NÄR DENNA DEL ÄR
                              ÖPPNAD OCH SPÄRR ÄR URKOPPLAD. STRÅLEN ÄR
                              FARLIG.
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